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昭
和
三
十
一
年
～
二
年
こ
ろ
だ
と
思

い
ま
す
が
、
商
店
街
の
活
性
化
を
図
ろ

う
と
商
工
祭
を
実
施
し
ま
し
た
。
昼
間

は
仮
装
大
会
、
夜
は
民
謡
流
し
が
行
わ

れ
、
仮
装
大
会
に
は
、
七
福
神
、
西
郷

隆
盛
、
桃
太
郎
な
ど
が
登
場
し
、
ト
ラ

ッ
ク
の
上
に
上
が
っ
て
村
内
を
パ
レ
ー

ド
し
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
主
人
は
、

祭
り
ご
と
が
大
好
き
で
、
近
所
の
子
ど

も
た
ち
を
子
分
に
従
え
、
清
水
の
次
郎

長
一
家
に
ふ
ん
し
ま
し
た
。

　
夜
の
民
謡
流
し
も
、
ト
ラ
ッ
ク
の
上

で
踊
り
子
が
踊
り
、
そ
の
後
に
お
お
ぜ

い
の
踊
り
子
が
つ
い
て
駅
通
り
や
本
通

り
を
流
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
こ
の

催
し
も
二
～
三
年
で
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

融怠さん
忘れないで保鷺1
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12月11日～1月10日

、
4

■母親学級

12月21日　8：30～9：00／保健センター

■妊婦検診

12月21日　13：30～14：00／上村病院

■婦人健康づくり

　12月12日　9：30～14：00／小出

　12月13日　9：30～14：00／たか羽

　12月14日　9：30～14：00／角間

　12月19日　9：30～14：00／市之越

　12月25日　9：30～14：00／東田沢

■田沢地区二ぶし会研修会

12月11日　9：00～12：00／保健センター

＝ご協纈聾争蔀
広報なかさと11月号で「ウス・キネ」の提供をお願いしたと

ころ芋川・根津敬さん、芋川・根津一夫さん、東田尻・鐙野準平

さん、如来寺・高野頴さん、芋川・高橋厳さんから年季の入った

ウスやキネをいただきました。　　ありがとうございました。

1‘πI　l日　　　　月　　　H
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弓
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11㈹
田沢地区二ぷし会研修会（右参照）
倉俣地区家雇救青講座（子どもに喜ばれるおやつづくり・
映画フォーラム（父親の役割り）19：30～倉俣生活改善センター

12㈱
揚人健康づくり（右参照）
社会文教委員会と錫人会の意見交換会（冠婚葬祭にまつわ
る生活の簡素化13：30～総合センター）

13休）
掲人健康づ《り（右参照）

14㈹
娼人健康づくり（右参照）
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

15（土）
農月地転用許可申請〆切

義　　縫．

　　　　㌔睾
＾＾灘雛㈹

休日救急医（池田医院費52－2581）

17（月）

高齢者講座（高齢者の健康を考える総合センター10：00～）
（予定）

19㈱
村民健康づくり（右参照）

20休）
農家相談会（役場19：00～21：00）

21㈹
母親学級妊鱒検診（右記参照）
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

鞭灘鎌

24（月）

休日救急医（中条病院857－3018）

健康相談日（保健センター9：30～16：00）

25㈹
掲人健康づ《り（右参照）

27㈱
心配ごと行政相談日（老人福祉センター13；00～16：00）

29（土）

休日救急医（大島医院魯52－2957）

31（月）

休日救急医（山口医院852－2174）

休日救急医（富田医院盈52－3269）

大晦日

1㈹
休日救急医（下条山口医院魯55－2003）

元旦

2㈱
休日救急医（至誠堂医院魯52－3276）

年賀交換会（受付9：00～総合センター）

3休）
休日救急医（池田医院盈52－2581〉

鱗繍霧馴繋嚢

1、難1
休日救急医（上村病院豊63－2111）

消防出初式（総合センター10100）

7（月）

交通事故纏動相談所（十日町市役所10：00～15：00）

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

　
初
雪
が
ま
だ
十
セ
ン
チ
も
残

っ
て
い
る
中
、
水
田
に
水
を
張

っ
て
、
ス
ズ
ラ
ン
の
根
を
洗
う

農
家
の
人
に
出
会
い
ま
し
た
。

　
「
今
ご
ろ
ス
ズ
ラ
ン
の
根
を

洗
っ
て
い
る
人
は
い
な
い
べ
」

と
言
っ
て
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

中
里
村
の
ド
イ
ツ
ス
ズ
ラ
ン
の

生
産
量
は
日
本
一
で
す
。

組
潟
箇
困

▼
本
格
的
な
降
雪
期
を
迎
え
ま

す
。
毎
年
、
雪
処
理
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
ま
す
。
道
路

を
歩
行
し
て
い
て
一
番
頭
に
く

る
の
は
「
道
路
に
雪
を
出
し
て

当
然
」
と
し
て
い
る
人
に
出
会

う
と
き
で
す
。
雪
国
で
生
活
し

て
い
く
上
で
の
、
最
低
限
の
モ

ラ
ル
は
守
り
た
い
も
の
で
す
。

▼
家
や
木
が
邪
魔
に
な
っ
て
、

見
通
し
の
悪
い
交
差
点
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
家
を
建
て
る

と
き
や
木
を
植
え
る
と
き
は
、

車
や
歩
行
者
の
こ
と
を
思
い
や

る
気
持
ち
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
よ
う
〃
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い
ま
多
く
の
集
落
で
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
演
芸
大
会
、

雪
上
運
動
会
、
鳥
追
い
な
ど
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
企
画
運
営
の
主
軸
を
担
っ
て
い
る
の
が

集
落
の
青
年
会
活
動
で
す
。
一
時
下
火
に
な
っ
て
い

た
青
年
会
活
動
も
、
昭
和
五
十
五
年
以
降
随
分
活
発

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、
地
域

に
若
い
人
た
ち
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
青
年
会
活
動
は
、
会
社
で
の
仲
間
の
団
体
、

ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
の
団
体
と
は
活
動
の
目
的
を
異
に

し
て
い
ま
す
。
同
じ
地
域
に
住
む
青
年
同
志
が
互
い

に
理
解
し
合
い
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

む
の
が
青
年
会
活
動
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
村
内
の
三
集
落
の
青
年
会
活
動
に
ス
ボ
ッ
ト

を
あ
て
て
み
ま
し
た
。

新しい企画で

活動を盛り上げよう

干溝青年会員（前会長）

　広田敏一さん

　わが干溝青年会は、現在12名の会員がおり平均年齢は

24歳と若く、活動的な青年会ではないかと自負していま

す。わが青年会は、鎮守様、薬師様の祭りを集落から任

されています。中でも8月の祭りは、他の集落に先がけ

て、カラオケ大会を始めたのを皮切りに、みこし、民謡

流し、仮装大会とアイディアを生かした企画を実施して

きました。また、冬の行事として、これまた他に先がけ

て雪上運動会を実施してきました。しかし、長年のマン

ネリ化を打開するために、昨年から鳥追いまつりを実施

し、村中で楽しんでいます。

　さて、社会が多種多様化してきている現在、同世代の

人たちの中でも互いに理解をし合うことが難かしくなっ

てきています。青年会活動は、活力ある村にするために

自分たちは何をすべきか、自分たちの立場はどうなのか

などを考える上で大変重要な位置にあると思います。青

年会同志の交流も積極的に深めたいものです。
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マンネリ化を打開し

　新しい息吹を

青津峡成年会長

　藤ノ木秀一さん

地域の先頭に

　　　立ちたい

田代青年会長

　滝沢和文さん
　清津峡成年会は、昭和54年7月に小出、角間、葎沢、

土倉、倉下の5集落の青年が集まって結成しました。結

成当時、40人を数えた会員も地域的条件から土倉、倉下

の青年の加入が無くなり、現在は25人です。

　活動のメーンは、清津峡まつりへの企画段階からの参

加です。今年は、雪崩災害が発生したため、前夜祭が取

りやめとなり、例年よりもやや規模が縮小されました。

しかし、我々青年は、少しでも新しい試みをということ

で、深山市、ニジマス釣り等の他に、ニジマスのつかみ

取りの会場で、ニジマスの塩焼き、イカ焼き、焼きソバ

などの売店を出し、親子連れから大変喜ばれました。

　今年は、清津峡まつりの一環として、清田山、田代で

も青年が中心となって多彩な催しが行われました。みん

なが協力し合つて、少しでも地域を良くしていくように

様々な試みをしたいものです。清津峡たるばやしも地域

に定着しつつあります。地域全体でこういう新しい芽を

育てていきたいものです。

　わたしが青年会長になって6カ月が過ぎました。この

ところ青年会活動のおもしろさや難しさが分ってきまし

た。田舎に住む人たちにとって青年会の果たす役割がい

かに大きく、また、影響力があるかが分かってきました

どんなに青年会の活動が活発でも地域に密着した役割を

果たさないと青年会の意昧がないように思います。

　わが青年会の主な活動は、盆踊り大会（カラオケ大会）

と七ッ釜祭りです。七ツ釜祭りは、七ツ釜に電灯施設が

昨年設置されたことを契機として始めたものです。七ツ

釜に村中の人が集まり、互いの交流を深めるとともに、

訪ずれた人たちに楽しんでいただけるよう知恵を出し合

っています。

　どこの集落の青年会の運営も大変と聞きますが、集落

一丸となってやる盆や祭りなどは、どうしても青年会の

力が必要だと思います。今後も集落の人たちの協力を得

ながら、新しい試みの先頭に立ちたいと思います。

〉
来
訪
者
も
加
わ
っ
て

に
ぎ
や
か
な
カ
ラ
オ
ケ

大
会

〈
熱
演
に
拍
手
を

　
　
送
る
人
た
ち

青年会活動について8項目に

わたつてアンケートを実施し

てみました。

認
難
駕
懇
．
活
動
を
ど
う

銚麟
　　青年及び集落の和のため
撫、蝉だと思う．．．．
鰻灘　（91％）

Q2
履
擁
胞
雛
耀
が
あ
り
ま

その他（5％）

灘恥
村全体の
青年会があっ
た方がよい・
（51％）・、、

作つても活動が
うまくいかない
と思う
（44％）

Q3
瀟
霧
幅
鷺
躍
髄
薙
は

　
　
　
　
　
　
る
ど
、
灘
嚢

　
　
　
　
　
’
的
て
・
§
羅
㎜

　
　
　
　
　
　
｝
育
）
、
護
灘
縁
葦

　
　
　
　
哩
卜
臨
灘

その他（16％）

青年が学べる

機会を作る
　　（44％）

器
獣
はの
破
罷
盗
羅
蝿
麗
静
憂

藝

灘簿熱

若者と籔

行政の座
を設ける
（58％）

　鱒

鶯
　設ける
（29％）

ま
と
め

ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
計
し
て
み
ま
す
と
、
ほ
と
ん
ど

の
青
年
が
青
年
会
活
動
の
必
要
性
を
認
め
、
積
極
的

に
参
加
し
て
い
る
と
答
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
集

落
単
位
の
上
部
の
村
全
体
を
包
括
す
る
青
年
会
に
つ

い
て
は
、
必
要
性
は
認
め
な
が
ら
も
、
約
半
数
の
人

た
ち
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

青
年
会
活
動
を
更
に
盛
り
上
げ
る
に
は
、
と
い
う

問
に
対
し
て
は
、
八
四
盗
の
青
年
が
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
と
学
習
の
場
を
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、

青
年
会
対
抗
行
事
と
か
、
青
年
会
同
志
の
交
流
の
場

を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
青
年
会
活
動
の
中
で
「
村
の
将
来
に
つ
い
て
」
話

し
合
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
、
と
い
う
問
に
対
し

て
は
、
四
〇
縄
の
青
年
が
あ
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

話
し
合
っ
た
内
容
と
し
て
は
、
過
疎
問
題
、
若
者
の

就
労
の
場
、
選
挙
問
題
、
保
守
的
な
意
識
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
、
観
光
等
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
若
い
人
の
声
を
村
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
は
と

い
う
問
に
対
し
て
は
、
座
談
会
を
設
け
る
が
五
八
誕

投
書
箱
を
設
け
る
が
二
九
縄
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
に
は
、
村
の
活
性
化
を
願
う
い

ろ
い
ろ
な
意
見
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
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着
い
力
を

　
　
　
　
　
桐
づ
く
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
集

獲縫1Φ
　　　礎髪く修v信つ

　　　　　“響三誓諺

地
域
の
活
性
化

　
　
　
　
の
た
め
に

4

璽

中
島
　
五
月
の
連
休
に
行
わ
れ

る
東
京
錦
糸
町
カ
ッ
パ
祭
り
に

村
内
の
特
産
物
を
持
っ
て
参
加

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
方

と
過
密
都
市
と
の
交
流
を
持
ち

少
し
で
も
地
域
の
活
性
化
を
図

り
た
い
と
考
え
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。
先
月
の
十
四
日
に

も
錦
糸
町
の
朝
市
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
も
う
な
じ
み
の
お

客
さ
ん
も
い
て
大
好
評
で
し
た
。

こ
の
他
に
は
、
仲
間
が
集
ま
っ

て
、
こ
れ
か
ら
の
中
里
村
を
ど

う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

小宮山さん

小
富
山
　
上
山
三
十
路
会
は
、

三
十
歳
～
四
十
歳
の
既
婚
者
二

十
七
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

活
動
と
し
て
は
、
鳥
追
い
、
道

楽
神
焼
き
、
雪
上
運
動
会
、
親

善
野
球
大
会
の
企
画
運
営
を
担

当
す
る
と
と
も
に
、
秋
ま
つ
り

の
演
芸
大
会
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。
三
十
路
会
は
、
若
者
同

志
の
親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
努
力

し
て
い
ま
す
。

大
島
　
中
里
村
体
育
協
会
は
、

村
民
の
体
育
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

と
技
術
を
目
指
し
、
八
部
（
テ

ニ
ス
、
野
球
、
剣
道
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

空
手
、
ス
キ
ー
、
卓
球
）
で
構

成
さ
れ
、
会
員
三
百
人
が
各
部

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

公
民
館
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
、
村
民
の
健

康
づ
く
り
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
体
協
設
立
二
十
周
年
を

迎
え
ま
し
た
の
で
、
今
年
、
体

協
独
自
の
「
村
民
健
康
ウ
ォ
ー

ク
」
を
実
施
し
、
大
変
喜
ば
れ

ま
し
た
。

吉楽さん

吉
楽
　
妻
有
会
は
、
農
業
後
継

者
の
会
で
す
。
数
年
前
ま
で
は

会
員
も
多
く
、
県
・
中
越
・
中

魚
沼
の
行
事
に
も
参
加
し
て
い

た
の
で
す
が
、
最
近
会
員
も
減

り
、
上
部
団
体
の
主
催
す
る
行

事
に
参
加
し
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
当
初
か
ら
仲
間
づ
く

り
を
目
的
に
作
ら
れ
た
会
で
す

か
ら
、
交
流
会
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
な
ど
を

通
し
、
会
員
同
志
の
親
睦
を
深

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
績
発

表
会
を
行
い
、
お
互
い
の
農
業

技
術
の
向
上
に
役
立
て
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
カ
ッ
パ
祭
り
に

持
っ
て
い
く
野
菜
の
栽
培
も
請

け
負
い
ま
し
た
。

積
極
的
な

　
　
参
加
な
し

輔
驚

　
＝
　
　
0

6
　
　
ユ

毒

大
島
　
体
育
面
で
一
番
の
問
題

点
は
施
設
で
す
。
施
設
が
無
い

と
い
う
と
語
弊
が
あ
り
ま
す
が

施
設
が
点
在
し
て
い
た
り
、
夜

間
照
明
施
設
が
無
か
っ
た
り
し

て
、
思
う
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
活

動
が
で
き
ま
せ
ん
。
最
近
は
、

勤
め
人
が
多
く
、
日
曜
農
業
の

た
め
、
夜
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
体

協
に
若
い
人
が
少
な
い
の
は
、

勤
務
形
態
の
多
様
化
だ
け
で
な

く
、
体
協
主
力
メ
ン
バ
ー
と
若

い
人
の
年
齢
差
が
つ
き
過
ぎ
た

こ
と
も
原
因
の
一
つ
だ
と
思
い

ま
す
。
各
部
で
一
生
懸
命
や
っ

て
い
て
も
若
い
人
が
つ
い
て
こ

な
い
こ
と
が
一
番
残
念
な
こ
と

で
す
。

吉
楽
　
人
数
が
少
な
い
と
い
う

こ
と
で
活
動
が
思
う
よ
う
に
い

っ
て
い
ま
せ
ん
。
前
は
、
勤
め

な
が
ら
農
業
を
し
て
い
る
人
も

会
に
入
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

話
し
が
合
わ
な
か
っ
た
り
、
実

績
発
表
等
が
敬
遠
さ
れ
た
り
し

て
会
員
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

久我校長先生
　　　（清津峡小）

地
域
づ
く
り
に

若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

　
三
社
み
こ
し
を
呼
ぷ
会
、
体

育
協
会
、
妻
有
会
、
上
山
三
十

路
会
そ
ろ
ぞ
れ
の
会
が
リ
ー
ダ

ー
を
中
心
に
活
発
に
活
動
し
て

お
ら
れ
、
地
域
づ
く
り
の
原
動

力
と
な
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
ま
た
悩
み
も
多
い

こ
と
も
確
か
な
よ
う
で
す
。

　
限
ら
れ
た
人
数
、
活
動
す
る

施
設
の
問
題
、
経
済
的
な
負
担

等
々
中
で
も
後
継
者
や
若
者
の

参
加
が
も
っ
と
ほ
し
い
と
い
う

の
が
共
通
の
願
い
と
い
え
ま
す
。

　
若
者
の
も
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

ど
う
グ
ル
ー
プ
活
動
の
活
性
化

に
生
か
し
て
い
け
る
か
が
最
大

の
課
題
で
あ
り
、
鍵
を
に
ぎ
っ

て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
会
自
体
の
内
容
や

運
営
が
よ
り
若
者
に
開
か
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち
ろ
ん

も
の
に
心
が
け
る
こ
と
は
勿
論

で
は
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
現
代

Nb．　341　59．12巳10と◎’マ輻噸’

～い
ま
す
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小
宮
山
　
年
齢
が
限
ら
れ
て
い

る
た
め
、
四
十
歳
に
な
っ
た
人

は
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
く
半

面
、
若
い
人
が
入
っ
て
来
な
い
。

今
後
は
、
二
十
歳
代
の
既
婚
者

の
加
入
も
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。
三
十
路
会
が
中
心
に
な
り

す
ぎ
て
、
集
落
の
一
人
一
人
の

積
極
的
な
参
加
が
少
な
い
。

中
島
　
我
々
の
会
は
、
都
会
に

何
か
を
求
め
て
、
都
会
の
人
た

ち
を
こ
ち
ら
に
呼
ん
だ
り
、
我

々
が
都
会
に
行
っ
た
り
し
て
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
が
、
一
番

の
間
題
点
は
、
金
の
か
か
る
こ

と
で
す
。
三
十
人
ほ
ど
メ
ン
バ

ー
が
い
ま
す
が
、
収
入
に
結
び

つ
か
な
い
上
、
負
担
が
大
き
く

積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
人
は

少
数
で
す
。
若
い
人
の
中
に
は

利
益
に
結
び
つ
か
な
く
て
馬
鹿

馬
鹿
し
い
と
い
う
声
も
耳
に
し

ま
す
が
、
今
後
の
中
里
村
の
こ

と
を
考
え
る
と
そ
ん
な
こ
と
を

言
っ
て
い
ら
れ
な
い
と
い
う
気

が
し
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
の

　
　
　
　
育
成
を

」ン

中
島
　
村
民
娯
楽
大
会
や
村
民

体
育
祭
に
参
加
し
て
み
て
も
、

役
場
職
員
の
参
加
が
非
常
に
少

な
い
よ
う
で
す
。
役
場
の
人
た

ち
が
、
こ
う
し
た
行
事
に
積
極

的
に
参
加
す
る
こ
と
も
、
若
い

人
た
ち
を
動
か
す
原
動
力
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

大
島
　
中
里
村
は
、
十
日
町
市

津
南
町
、
川
西
町
に
は
さ
ま
れ

て
い
る
と
い
う
感
じ
で
刺
激
が

少
な
い
と
思
い
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
運
動
公
園
的
な
も
の
を
作
り

大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
部
の
合
宿
を

誘
致
し
、
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
を
図
っ
た
方
が
よ
い
と

思
い
ま
す
。

加参　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

献　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島

醐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

鎌▲
　
中
島
　
朝
市
に
参
加
し
た
際
、

　
　
地
元
の
青
年
と
交
流
会
を
し
た

が
、
今
ま
で
ス
キ
ー
と
い
う
と

長
野
、
山
形
方
面
に
行
っ
て
い

た
が
、
中
里
村
に
ス
キ
ー
場
が

で
き
れ
ば
、
保
養
所
を
作
り
た

い
と
い
う
意
見
も
多
か
っ
た
。

都
会
の
人
た
ち
は
、
ふ
る
さ
と

を
求
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

欲
求
を
活
用
し
た
村
づ
く
り
も

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

小
宮
山
　
住
民
意
識
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
講
演
会

と
か
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
年
に
一
度
は
、
村
内
の
若
者

が
巻
の
研
修
所
に
行
く
機
会
を

作
っ
て
ほ
し
い
。
村
に
は
、
青

少
年
育
成
村
民
会
議
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
活
動
を
も
っ
と
盛

り
上
げ
て
ほ
し
い
。
こ
れ
か
ら

の
中
里
村
を
担
う
青
少
年
の
育

成
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
。

大島さん

大
島
　
若
者
の
交
流
の
場
と
い

う
か
、
気
楽
に
集
ま
れ
る
施
設

が
な
い
と
思
い
ま
す
。
青
少
年

ホ
ー
ム
み
た
い
な
所
が
あ
れ
ば

良
い
と
思
い
ま
す
。

中
島
　
福
島
県
の
柳
津
町
に
視

察
に
行
っ
て
き
た
の
で
す
が
、

B
＆
G
（
日
本
船
舶
振
興
会
）

財
団
の
資
金
援
助
を
受
け
て
作

っ
た
柳
津
海
洋
セ
ン
タ
ー
な
ど

施
設
づ
く
り
が
進
ん
で
お
り
、

町
全
体
に
非
常
に
活
気
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
我
が
村
に
も
こ

う
し
た
活
気
を
生
み
出
さ
な
け

れ
ば
。

大
島
　
こ
う
し
た
会
で
の
話
し

や
、
各
種
の
会
議
で
の
貴
重
な

意
見
が
村
政
に
反
映
す
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
村
は
、
い
ろ
ん
な
機

会
を
と
ら
え
て
村
民
の
意
見
を

吸
収
し
、
行
政
運
営
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

と
に
か
く

活
動
に
参
加
を

　
　
）

‘
　
　
背
二

吉
楽
　
会
に
入
っ
た
以
上
は
、

他
人
任
か
せ
で
は
な
く
、
自
分

で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
前
に
あ
る
問
題
は
打

開
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

個
人
個
人
が
も
っ
と
強
い
意
志

を
も
っ
て
、
目
標
に
向
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

中
島
　
と
に
か
く
、
若
い
人
は

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
や
っ
て
ほ

し
い
。
失
敗
を
恐
れ
な
い
で
何

で
も
や
っ
て
み
て
ほ
し
い
。
十

二
月
に
は
、
我
々
の
会
も
名
称

を
新
た
に
し
て
ガ
ン
バ
リ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
入
会
し
て
く
だ

さ
い
。
人
の
せ
い
に
ば
か
り
し

な
い
で
、
自
ら
の
力
を
村
づ
く

り
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

小
宮
山
　
一
つ
で
も
良
い
か
ら

自
分
の
興
昧
あ
る
も
の
に
熱
中

し
て
ほ
し
い
。
わ
た
し
は
、
活

動
し
て
い
る
中
で
「
有
言
実
行
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
や
っ
て
い
ま
す
。

大
島
　
こ
の
ご
ろ
の
生
活
環
境

の
中
に
、
何
か
に
が
ま
ん
し
耐

え
て
や
っ
た
と
い
う
瞬
間
の
喜

び
や
感
激
の
実
感
が
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
村
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事

に
積
極
的
に
参
加
し
、
何
か
を

得
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
村
内
に

も
優
秀
な
リ
ー
ダ
；
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
の
で
、
こ
の
人
た
ち

を
利
用
し
て
社
会
体
育
活
動
を

盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

髄
）

青
年
の
求
め
る
も
の
、
動
向
を

見
極
わ
め
、
バ
ラ
ぐ
な
気
持

ち
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
も
大

切
と
考
え
ま
す
。
小
宮
山
さ
ん

が
指
摘
の
よ
う
に
巻
町
の
青
少

年
研
修
セ
ン
タ
ー
を
活
用
す
る

の
も
一
つ
の
方
法
で
し
ょ
う
。

　
そ
こ
で
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
．

ゲ
ー
ム
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等

青
年
を
ひ
き
つ
け
研
修
す
る
中

で
気
持
ち
を
一
つ
に
、
地
域
に

帰
り
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
く
。

　
ま
た
県
下
各
地
の
青
年
と
の

交
流
を
通
し
て
、
刺
激
を
受
け
、

自
信
を
持
ち
、
新
し
い
ふ
る
里
づ

く
り
へ
の
意
欲
が
わ
い
て
い
く

き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
入
会
を
勧
め
る
の
で
は

な
く
、
自
ら
進
ん
で
参
加
す
る

情
熱
を
も
つ
青
年
を
育
て
る
こ

と
が
近
道
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

上山三十路会会長

中里村体育協会会長

三社みこしを呼ぶ会会長

妻有会副会長

　
　
　
　
　
　
志

　
省
　
　
　
広

談
宮
島
島
楽

　
　
　
大
中
吉
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屋
根
の
上
か
ら
大
き
な
雪
の

塊
り
が
足
元
に
落
ち
て
き
ま
す
。

屋
根
の
雪
で
道
路
が
狭
ま
り
、

交
通
渋
帯
や
水
つ
き
が
発
生
し

ま
す
。
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、

何
と
か
な
ら
な
い
も
の
で
し
ょ

う
か
。
道
路
に
面
し
て
い
る
家

で
は
、
雪
を
道
路
に
落
さ
な
い

訳
に
は
行
き
ま
せ
ん
が
、
な
る

べ
く
落
さ
な
い
よ
う
に
努
力
を

し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
今
の
世
、
と
か
く
『
ず

る
い
』
人
が
徳
を
し
て
い
る
ケ

ー
ス
を
見
か
け
ま
す
。
一
人
で

も
勝
手
な
こ
と
を
や
れ
ば
、
悪

い
と
わ
か
り
な
が
ら
も
右
に
習

う
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
隣
の
十
日
町
市
で
は
、
屋
根

の
雪
を
き
ち
ん
と
道
路
脇
に
積

ん
で
い
る
光
景
を
目
に
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
配
慮
が
雪
国
で
共

に
生
活
を
し
て
い
く
上
で
必
要

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▲頼もしいロータリー除雪車

罵
電
藍
盛
豊
豊
豊
電
豊
豊
盛
豊
電
豊
豊
蓄
豊
忌
豊
豊
豊
豊
霊
豊
ウ
ら

・⑳灘、
　　　今年も残りわずかになりました。毎年

　　この時期は、年末のあわただしさに加え

　　て、忘年会などで酒を飲む機会が増える

　　ことから、死亡・重大事故が多発します。

　　　飲酒運転での事故は、被害者も加害者

　　も悲惨な結果となります。飲酒運転は、

　　絶対にやめましょう。

　　　これから本格的な降雪期を迎え、路面

　　凍結によるスリップ事故が発生しやすじ

　　ですから十分注意しましょう。また、澹

　　雪パイプの道路では、歩行者に雪水をカ・

　　けないようにゆっくり運転をしてください
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道
路
脇
の
家
は
と
て
も
大
変

　
で
し
ょ
う
が
、
一
人
は
下
に
い

　
て
、
雪
が
人
や
車
に
迷
惑
を
か

　
け
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
役
場
で
は
、
冬
期
問
の
生
活

　
を
よ
り
快
適
な
も
の
に
す
る
た

　
め
に
、
道
路
の
除
圧
雪
に
力
を

　
入
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
冬
は

　
村
道
の
四
十
三
・
六
曇
が
無
雪

　
と
な
る
計
画
で
す
。
除
圧
雪
路

　
線
の
延
長
と
と
も
に
様
々
な
問

　
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
　
そ
の
一
つ
と
し
て
、
消
雪
パ

　
イ
プ
に
よ
る
水
は
ね
で
す
。
か

　
わ
い
い
小
学
生
が
、
雪
水
で
ず

　
ぶ
ぬ
れ
に
な
っ
て
い
る
姿
は
、

　
痛
ま
し
い
限
り
で
す
。
ま
た
、

　
除
雪
ド
ザ
ー
が
、
必
死
に
開
け

　
た
道
路
に
、
平
然
と
雪
を
捨
て

　
る
人
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　
　
雪
国
の
生
活
を
お
互
い
に
克

　
服
す
る
た
め
に
、
最
低
限
の
モ

　
ラ
ル
は
守
り
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

。
者
、
　
面
い
消
か
眺
ゆ

　
　
　
　
　
路
す
、
を
さ
幽

　
　
　
　
　
　
、
や
た
水
だ
帖

　
　
　
　
　
え
し
ま
雪
く
繭

　
　
　
　
　
迎
生
・
に
て
即

　
　
　
　
　
を
発
う
者
し
鈴

が
譜
蟹
藻

　
　
　
　
よ
的
ツ
意
で
　
　
鯉

亡
で

の
劉
錐
藏

本屋敷

駄し肱攣寺燃「陣

至鹿渡

幅攣國

昭和59年度　冬期除・圧雪路線計画図

　　　　　　　　　　　（中里村）

　　　　　　　　　　　　　　　干溝

市
至津南町

l　l

　　メ

　至十日田

一口彪
　　　田中

口［＝
芋沢

ロロ倉俣

荒屋
　　　　　山崎

　　　　通り山

　　口』

　上山
　　　　　　　　列

「朴木沢

　　　　如来寺

市之越

鷹羽

角間

　　　倉下

田沢

東田沢

殴
o胃

芋ハ1　　芋川新■
　　　　　　　　　　　　　き梗原

　　　　　　　　　　　　　　　白羽毛

｛1

顎町

　　　程島

』東田尻

口
折
里

爆
嘉

n「
　豊里

　土倉

重地

　　　清田山　　　　　　　　西方　西田尻 区分 凡　　　　　　例

国
県
、

一種 常時2車線確保

口三種 不定期確保

下山　　　雅「 村
A種 常時1車線確保
R循 不宇期確俣

不定期確保
　
種
　
三

国
県
、

角間

　　A種　　　　　　常時1車線確保
村

　　B種＿　不定期確保
道C種■■臨圧　雪

土倉倉下

癒
下山

田代

原

新

至
所
平
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役
場
で
は
、
万
一
の
災
害
に

備
え
て
地
域
防
災
計
画
を
立
て

て
あ
り
ま
す
。

　
村
内
に
災
害
が
発
生
し
、
ま

た
は
、
発
生
す
る
危
険
が
生
じ

そ
の
被
害
が
広
域
か
つ
激
甚
に

及
ぶ
と
認
め
ら
れ
た
場
A
咲
災

　
　
　
　
　
防
災

害
対
策
本
部
及
び
現
地
対
策
本

部
を
設
置
し
ま
す
。

　
災
害
対
策
本
部
の
組
織
は
、

本
部
長
（
村
長
）
副
本
部
長
（
収

入
役
）
を
中
心
と
し
た
本
部
（

各
課
長
・
本
部
部
員
）
が
設
置

さ
れ
、
そ
の
下
に
総
務
部
、
調

無
線
股
置

防災無線概略図

原町中継局

［
灘

o

0σ000

Φ
麟

羅
轟

携帯用無線機
（2台）

’齢

車載携帯兼用型
　無線機（1台）

査
部
、
防
災
部
、
産
業
部
、
救

助
部
、
消
防
部
が
編
成
さ
れ
そ

れ
ぞ
れ
の
任
務
に
当
た
り
ま
す
。

防
災
無
線
を
設
置

　
今
年
の
二
月
九
日
に
発
生
し

た
清
津
峡
温
泉
雪
崩
災
害
で
は

現
地
対
策
本
部
と
役
場
対
策
本

部
と
の
連
絡
が
電
話
だ
け
で
あ

り
、
情
報
伝
達
に
支
障
を
き
た

し
ま
し
た
。
し
か
も
、
現
地
対

策
本
部
と
救
出
現
場
が
離
れ
て

い
る
た
め
情
報
の
伝
達
が
迅
速

に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
反
省
に
立
っ
て
、

村
で
は
防
災
無
線
を
設
置
す
る

こ
と
に
な
り
、
現
在
、
工
事
が

進
め
ら
れ
、
十
二
月
二
十
日
に

完
楚
蘇
齢
定
系
㎜

　
燗
鐵
　
繊

議
難
露
㎜

と
異
な
り
役
場
と
災
害
現
場
と
皿

竣
信
を
目
的
と
し
た
も
の
で
㎜

役
場
の
親
局
客
発
蓋
㎜

蕪
鮪
鍵

に
持
参
し
た
携
帯
無
線
機
に
受
㈹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

信
さ
れ
ま
す
o
無
線
は
へ
有
線
皿

と
違
い
村
内
の
ど
こ
に
い
て
も
甜

交
信
で
き
災
害
時
の
強
い
味
方
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

で
需
　
　
　
　
　
　
甜

繋
轟
㎜

螺
鱗
隆
㎜

災害対策本部組織図

総務部

調査部
本
部
長
（
村
長
）

副
本
部
畏
（
収
入
役
）

本
部
防各災
課
担
長
当
課

防災部

産業部

救助部
十日町土木事務所

十日町警察署

消防部

耐一皿…一甜皿而一σ一一一甜

傘酔酔畠4L6傘■

畠
ム
釜
▲
西
車
●
　
　
　
　
　
　
●

琳
　
叫
歩
断

醐
は
脚
二

齢
り
齢
第
繭

酔
　
一
の
椰

叫
く
琳
黒

岬
づ
酬
く
幽

脚
康
鱒
づ
脚

醐
盤
烈

▲
▲
▲
石
阜
“
島
■
傘

　
あ
な
た
の
家
庭
で
は
、
健
康

づ
く
り
を
や
っ
て
い
ま
す
か
。

　
村
で
は
、
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る
と
い
う
認
識
を
高
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
、

健
康
づ
く
り
大
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
去
る
十
一
月

十
四
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
健
康
家
族
な
ど
二
百
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
中
で
は
、
虫
歯
の
な

い
子
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
た
後

村
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
五
人

が
健
康
づ
く
り
の
体
験
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

　
発
表
者
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
に
健
康
指
導
を
取
り
入
れ
た

小
出
の
山
本
森
治
さ
ん
、
ス
ポ

ー
ッ
と
主
婦
業
を
両
立
さ
せ
て

い
る
田
沢
の
村
山
婦
佐
江
さ
ん

食
生
活
の
改
善
に
力
を
入
れ
て

い
る
千
溝
の
樋
ロ
キ
ミ
さ
ん
、

野
球
に
打
ち
込
ん
で
い
る
如
来

寺
の
関
正
利
さ
ん
、
婦
人
会
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
る
山
崎
の

樋
口
洋
子
さ
ん
の
五
人
で
す
。

　
発
表
者
は
、
自
分
の
体
験
を

基
に
、
食
生
活
の
改
善
、
ス
ポ

ー
ツ
の
良
さ
、
お
年
寄
り
の
健

康
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
人
た
ち
は
、
発

表
者
の
話
に
う
な
ず
き
な
が
ら

熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
表
彰

★
虫
歯
の
な
い
子
　
三
歳
児

芋
川
　
南
雲
浩
男
君
外
十
七
名

五
歳
児
　
小
出
　
山
本
魔
美
ち

ゃ
ん
外
四
名

★
健
康
家
庭
衷
彰
　
通
り
山

涌
井
友
吉
家
外
七
世
帯

★
献
血
功
労
者
表
彰
（
三
十
回
）

　
宮
中
吉
楽
芳
広

　
田
中
井
ノ
川
明
子

　
田
中
広
田
栄
次
郎

★
住
み
郷
会
長
表
彰

　
田
沢
老
人
ク
ラ
ブ

★
保
健
衛
生
幽
般
表
彰

　
本
屋
敷
　
羽
鳥
ナ
ツ
子

▲体験発豪に耳を傾むける
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㊧
罰

　
優
秀
・
讐
瓢
転
者
の
豪
髪
硝

　
の
ご
案
内
（
昭
和
六
＋
年
慶
）

　
十
日
町
地
区
交
通
安
全
協
会

の
優
秀
、
優
良
、
運
転
者
表
彰

の
申
請
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
申
請
を
希
望
す
る
人
は
、

安
協
の
支
部
長
さ
ん
ま
で
．
こ
相

談
く
だ
さ
い
（
申
請
書
用
紙
が

あ
り
ま
す
。
）

★
申
し
込
み
期
限

　
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

再
就
口
の
援
助
を
す
る
た
め

雇
用
保
険
失
業
給
付

◎
失
業
中
の
生
活
を
心
配
し
な

い
で
新
し
い
仕
事
を
探
す
こ
と

㊧
胴
㊧
衝

運
転
者
表
彰

（
申
請
書
用
紙
が

　
　
に
専
念
し
、
一
日
も
早
く
就
職

⑫　
　
で
き
る
よ
う
に
支
給
さ
れ
る
も

　
　
の
で
す
。

㊧
◎
こ
の
た
め
失
萎
し
て
い
る

細
人
の
中
で
積
極
的
に
就
職
で
き

㊨
る
意
志
と
い
つ
で
も
就
職
で
き

　
　
る
状
態
に
あ
る
人
で
、
現
在
、
仕

　
　
事
を
探
し
て
い
る
人
に
だ
け
支

　
　
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
　
　
し
た
が
っ
て
、
離
職
し
た
ら

　
　
必
ず
支
給
さ
れ
る
も
の
で
は
な

　
　
仕
事
を
新
た
に
探
す
場
合

の
み
手
続
き
が
と
れ
る
も
の
で

す
。
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所

　
　
（
曾
五
七
ー
二
四
〇
七
）

　
臨
時
教
育
審
議
会
で
は
、
九

月
五
日
の
第
一
回
総
会
以
来
、

我
が
国
の
教
育
の
あ
り
方
に
つ

い
て
審
議
を
進
め
て
い
ま
す
が

審
議
に
当
た
っ
て
広
く
国
民
の

皆
様
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
十

分
お
聞
き
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
個
人
、
団
体
を
問
わ
ず
、
国

民
の
皆
様
か
ら
の
教
育
改
革
等

に
関
す
る
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見

等
は
、
今
後
の
審
議
に
お
い
て

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
宛
先
〉
〒
m
千
代
田
区
永
田

　
　
町
一
～
六
～
一
臨
時
教
育

　
　
審
議
会
事
務
局
ま
で

国
籍
法
・
戸
籍
法
の

　
　
改
正
の
お
知
ら
せ

　
昭
和
六
十
年
一
月
一
日
か
ら

国
籍
法
及
び
戸
籍
法
が
改
正
さ

れ
ま
す
。
そ
の
主
な
改
正
点
は

次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
父
母
両
系
主
義
の
採
用

　
改
正
後
は
、
生
ま
れ
た
時
に

父
母
の
一
方
が
日
本
人
で
あ
れ

ば
、
そ
の
子
は
日
本
人
に
な
り

ま
す
。

二
、
二
重
国
籍
の
防
止
・
解
消

　
e
国
籍
の
留
保
制
度
の
適
用

　
　
範
囲
の
拡
大

　
⇔
国
籍
の
選
択
制
度
の
新
設

三
、
帰
化
条
件
の
改
正

　
改
正
法
で
は
、
三
年
以
上
国

明
一
一
一
一
」
紡
0
郭
き
「
一
ー
一
ノ

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

一■一8●■一口層■一璽■一ロー
★
津
南
町
年
金
保
養
基
地
汚
水

　
処
理
会
議

　
年
金
保
養
基
地
の
雑
排
水
の

一
部
が
、
倉
俣
・
芋
川
集
落
を

流
れ
る
稲
荷
川
に
流
さ
れ
る
計

画
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
倉
俣
・
芋
川
集
落
で
は
、
稲

荷
川
の
水
が
、
ダ
イ
コ
ン
洗
い

な
ど
生
活
用
水
と
し
て
使
用
し

て
い
る
こ
と
や
、
将
来
の
こ
と

を
考
え
こ
れ
以
上
稲
荷
川
を
汚

し
た
く
な
い
と
し
て
反
対
し
て

い
ま
す
。

　
十
一
月
七
日
に
開
か
れ
た
会

　
　
　
　
県
の
社
会
福
祉
課
長

等
県
関
係
者
と
地
元
の
人
た
ち

が
集
ま
り
、
会
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
解
決
に
は
い
た
っ
て
い

ま
せ
ん
。

★
村
制
三
十
周
年
記
念
行
事
計

　
画
委
員
会

　
村
で
は
、
来
年
度
村
制
三
十

周
年
記
念
行
事
を
企
画
す
る
た

め
、
職
員
十
人
に
よ
る
委
員
会

を
編
成
し
ま
し
た
。

★
庁
舎
等
増
改
築
準
備
委
員
会

　
手
狭
に
な
っ
た
庁
舎
を
増
改

築
す
る
た
め
、
職
員
八
人
に
よ

る
準
備
委
員
会
を
編
成
し
ま
し

た
。

・■一一一■●●一一●ロー一一一

鳳
騒
3
3
2
2
2
3
5
2
、
』

内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
（
結

婚
が
三
年
以
上
続
い
て
い
る
場

合
は
一
年
以
上
国
内
に
居
住
し

て
い
る
こ
と
）
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
生
活
能
力
に

つ
い
て
は
、
世
帯
単
位
で
判
断

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

四
、
届
出
に
よ
る
国
籍
の
取
得

　
国
際
結
婚
を
し
た
日
本
人
女

性
の
子
で
、
改
正
法
施
行
日
に

二
十
歳
未
満
で
あ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
一
定
条
件
の
下
で
施

行
三
年
間
に
限
り
法
務
大
臣
に

届
け
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日

本
人
国
籍
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

五
、
国
際
結
婚
を
し
た
人
の
氏

　
　
名
の
変
冥

　
こ
の
内
容
に
つ
い
て
、
詳
し

く
知
り
た
い
人
は
左
記
ま
で
。

　
新
潟
地
方
法
務
局
長
岡
支
局

曾
〇
二
五
八
ー
三
三
－
五
五
一
一

困
っ
て
い
る
人
に
あ
な
た
の
魯
懸
壷

　
“
歳
末
た
す
け
あ
い
”

今
年
も
十
二
月
一
日
か
ら
〃
歳

末
た
す
け
あ
い
”
が
始
ま
り
ま

す
。
年
の
瀬
を
迎
え
た
こ
の
時

期
多
く
の
国
民
が
中
流
意
識
を

も
つ
反
面
、
苦
し
ん
で
い
る
人

困
っ
て
い
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
人
々
の
た
め
に

み
な
さ
ん
の
善
意
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
区
長
さ
ん
を
通
じ
、
募
金
袋

を
配
布
し
ま
す
の
で
、
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　　欝　ノ

べ　　　ゆ　　　　ム　　　　　　　　ム

位位位女位位位男
子
〉
阿
部
　
　
等

小
宮
山
省
三

佐
藤
　
孝
一

子
〉
高
木
　
成
子

井
ノ
川
朝
子

宮
嶋
　
正
子

剣
道
大
会

高
道
山

上
　
山

　
桂

十通田
日り
町山中

（
5
9
・
1
0
・
2
1
）

〈
小
学
生
男
子
〉

一
位
服
部
　
清
（
田
沢
小
）

二
位
　
山
田
　
克
成
　
　
〃

三
位
　
保
坂
　
和
洋
　
　
〃

〈
小
学
生
女
子
〉

一
位
井
ノ
川
邦
恵
（
田
沢
小
）

二
位
　
高
井
　
芳
美
　
〃

三
位
　
大
口
百
合
枝
　
　
〃

〈
中
学
生
男
子
〉

一
位
　
広
田
　
正
志
（
田
沢
中
）

二
位
　
井
ノ
川
利
明
　
〃

三
位
　
高
橋
　
大
行
　
　
〃

〈
一
般
・
高
校
女
子
の
部
〉

一
位
　
田
中
由
美
子

二
位
　
樋
口
　
理
恵

三
位
　
広
田
　
悦
子

村
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
（
弱
・
”
・
4
）

〈
男
子
の
部
〉

一
位
　
体
協
B
チ
ー
ム

ニ
位
　
高
校
二
年
生
チ
ー
ム

三
位
　
高
校
三
年
生
チ
ー
ム

〈
女
子
の
部
〉

一
位
　
田
沢
中
A
チ
ー
ム

ニ
位
　
田
沢
中
B
チ
ー
ム

三
位
　
田
沢
中
C
チ
ー
ム

村
民
卓
球
大
会
　
（
弱
．
1
1
．
“
）

ベ　 ハニ　　　ん　ベハベ　　　　　ム
位男位位位女位位位男
一子　　　子　　　子
村吉ダ高服山シ村江樋シ
山楽ブ橋部本ン山口ロン
ひ　ルチキ　グ　　　グ
と芳スヨヨミル孝　正ル
み広〉子子イろ弘登則ろ
、特別〉

田宮　田如山　宮干荒
　　　　来
沢中　中寺崎　中溝屋
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塗糎
〃9
働
翁

唖
－
禽

♪

『
シ
施
才
制
碑
村
齪
は
萄
穫
瞬
瞬纂

来
年
は
中
里
村
が
誕
生
し
て
か
ら
三
十
年
目

に
あ
た
り
ま
す
。
合
併
し
新
し
い
村
が
で
き
る

ま
で
に
は
大
変
な
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。
今
日

に
至
る
ま
で
の
間
に
は
、
多
く
の
人
た
ち
が
村

の
発
展
の
た
め
に
努
力
し
で
き
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
全
村
民
が
そ
ろ
っ
て
、
こ
う
し
た
人

た
ち
に
感
謝
し
、
村
の
成
長
を
祝
い
、
そ
し
て

更
に
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
村
制
施
行

三
十
周
年
記
念
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
多
額
の
財
源
を
必
要
と
す
る
計
画
は
無
理
か

と
思
い
ま
す
が
、
村
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
ア
イ

デ
ィ
ア
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
、
み
ん
な
の
心

に
残
る
行
事
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
記
念
に
な
る
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ア
イ
デ
イ
ア
の
提
出
は
　
　
事
務
局
開
発
課
内
ま
で

．
＄

驚

公
給
領
収
証
を

　
　
受
け
と
り
ま
し
よ
う

　
公
給
領
収
証
の
完
全
交
付

　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ

　
受
領
強
調
月
間
写
％
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
ま

　
料
理
店
の
経
営
者
は
、
み
な

さ
ん
か
ら
料
理
飲
食
等
消
費
税

を
受
け
取
っ
た
印
と
し
て
、
代

金
と
引
き
か
え
に
『
公
給
領
収

証
』
を
必
ず
渡
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
み
な
さ
ん
が
『
公
給
領

収
証
』
を
受
け
取
る
こ
と
に
よ

っ
て
正
し
い
納
税
に
つ
な
が
り

明
朗
会
計
に
も
役
立
ち
ま
す
。

★
詳
し
く
は
十
日
町
財
務
事
務

　
所
間
税
係
ま
で
（
毛
－
量
＝
）

　
検
察
審
査
会
と
は
、
み
な
さ

ん
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ん
だ
審

査
員
十
一
人
か
ら
成
り
、
検
察

官
の
し
た
不
起
訴
処
分
等
、
被

害
者
の
不
服
申
し
立
て
を
審
査

す
る
の
が
主
な
仕
事
で
す
。

　
検
察
審
査
会
の
事
務
局
は
、

各
地
の
裁
判
所
の
中
に
あ
っ
て

審
査
員
の
選
定
事
務
、
ま
た
、
不

起
訴
処
分
に
不
満
の
あ
る
人
の

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
長
岡
検
察
審
査
会

魯
〇
二
五
八
ー
三
五
ー
二
一
四
一

成
人
に
な
る
と

検
察
審
査
に
選
ば
れ
ま
す

　
成
人
に
な
ら
れ
た
み
な
さ
ん

は
、
選
挙
権
を
も
ち
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
が
、
ま
た

選
挙
権
と
は
別
に
検
察
審
査
員

に
選
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

油
N
コ

ヤ
G

タ
9P

（
い
あ
そ
　
8
廿亀●い£、

q
脅 ） 李、

しぞ
い｛鋼
　し

o o
い

すさお

’ハ　ハ＝

）
，

ろとが
よもあ
　お’ち

　て　や
穆ん

x
い

9目めあ
セ3’ずら

OQ

4
ど
さ

1さら
曹しあ
勺、いリ、

鮨望
の
一

でひ

～
．　　　．

・望お
κズ・

● イ坪
ト玉

1 〆 1　の
、 〃 9　●1三

　　め
・o

〃　’

この作品は山田まゆみさんの協力で

掲載しています。

交
通
亭
故
の
ご
相
談
は

　
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

・
午
前
9
時
30
分
～

午
後
4
時
4
0
分
（
平
日
）

・
土
曜
日
は
正
午
ま
で
（
第
2

　
土
曜
日
は
休
み
ま
す
）

・
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な

　
っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会

新
潟
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー

優
〇
二
五
二
－
二
五
－
一
八
五
一

　
電
話
の
ご
相
談
も
お
受
け
し

ま
す
。善

意
を
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
堀
之
内
　
南
雲
義
昭
二
万
円

　
農
協
展
示
即
売
会
チ
ャ
リ
テ

　
ィ
i
　
　
一
万
六
千
三
百
円

二
位
語
具
翻

三
位
炉
準

清
田
山

干
　
溝

本
屋
敷

上
　
山

〈
混
合
ダ
ブ
ル
ス
）

一
論
山
ひ
緕

二
位
薦
義

三
位
無
機

村
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
弱
・
”
・
2
5
）

位位位

流高倉
星校俣
会三チ
チ年l
l生ム
ムチ
　1
　ム

一
位
　
貝
野
チ
：
ム

磐
軸
藺
弾
弾
磐
盤
軸
懸
赫
曇
軸
弾
懸
簡
懸
弾
熱
砦
盤
懸
砦
弾
軸
軸
聾
軸
興
軸
懸
軸
熱

ご
飯
給
食

　
　
　
　
大
好
き

　
　
で
も
間
題
が

　
村
内
の
小
中
学
校
の
う
ち
、

田
沢
中
学
校
を
除
い
た
七
校
が

給
食
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
七
校
の
う
ち
多
い
学
校
で

週
四
日
、
少
な
い
学
校
で
週
二

日
米
飯
給
食
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
　
中
里
村
農
業
委
員
会
で
は
、

米
の
消
費
拡
大
を
推
進
す
る
た

め
に
十
一
月
二
十
日
、
田
沢
小

倉
俣
小
、
中
学
校
の
二
校
を
訪

ず
れ
、
米
飯
給
食
を
試
食
し
な

が
ら
、
そ
の
実
態
を
校
長
先
生

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
米
飯
給
食
は
、
子
ど
も
た
ち

X強烈なス》ッシュをブロッック

か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
が
、

給
食
費
の
割
高
、
調
理
員
の
過

重
労
働
、
パ
ン
業
者
と
の
関
係

な
ど
、
問
題
点
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
学
校
給

食
の
米
飯
運
動
を
P
T
A
の
皆

さ
ん
と
協
議
し
、
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
来
春
開
校
の
中
里
中

学
校
で
は
、
週
三
回
の
米
飯
給

食
を
行
う
予
定
で
す
。

▲おC｛しい よとっても



いむ
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も
戴
餌

顎鳶⑲欝認匪驚“
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る

ぞ
”
と
い
う
情
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

ス
ッ
飛
ん
で
行
き
ま
す
。

（
六
三
・
二
五
二
㊧
二
一
）

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が

　
　
　
　
　
事
故
の
も
と

　
　
　
　
ロ

銚
～
％
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
毎
年
、
こ
の
時
期
は
、
酒
を

飲
む
機
会
が
多
く
な
り
、
飲
酒

運
転
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
ま

す
。
ま
た
、
路
面
の
凍
結
等
で

ス
リ
ッ
プ
事
故
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
の
で
十
分
注
意
を

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
一
箇
所
で
二
度
の
事
故
〉

　
干
溝
か
ら
田
中
に
抜
け
る
丁

字
路
（
荒
屋
側
）
で
今
年
に
入

っ
て
、
原
付
バ
イ
ク
と
自
動
車

に
よ
る
事
故
が
二
件
発
生
し
て

い
ま
す
。

こ
の
交
差
点
を
通
る
際
は
、
左

右
の
確
認
を
確
実
に
行
っ
て
か

ら
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
亀
箋

　
　
竃

、

絢脚曜ル窃窃

　鷹羽集落の上から村中心を撮っ

た写真です。丁度、この時は27日

に降った初雪であたり一面がおお

われ、白と黒のコントラストがす

ばらしかった。夏場は展望台から

広大な河岸段丘地が見られます。

9噛wゐw一〃ぴwゐ～wぴwみwrw

ざ言∂隙凱

嚢4
　
　
じ
　

　
　
凸
亜
－遙

　
／

やなあさって………3日後のこと
や　ぶ………・…・…・雪の中

やがく………………動く

やどおい……………いやだよ
よ　ぶ…じ…………・・歩く

ようさり……………夜

よいへえる…………風呂に入る

ようほ………………手伝い

よしたよした………ごくろうさま

よしてもらう………家に入らせて
　　　　　　　　　もらう

「方言の研究」から清津峡（小）土倉分校作

冬
将
軍
の
到
来
と
と
も
に
、

一
人
暮
ら
し
老
人
は
、
雪
の
こ

と
、
健
康
の
こ
と
な
ど
心
配
が

つ
き
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
一
人
暮

ら
し
老
人
に
少
し
で
も
喜
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
民
生
委
員
協
議
会
が
合

同
で
、
昨
年
か
ら
昼
食
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
村
内
に
は
、
六
十
五
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
老
人
が
二
十
八

人
い
ま
す
。
十
一
月
十
三
日
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
昼

食
会
に
は
、
十
四
人
が
参
加
し

婦
人
民
生
委
員
の
心
づ
く
し
の

料
理
を
食
べ
、
寿
扇
の
会
（
上

山
踊
ク
ラ
ブ
）
の
踊
り
に
目
を

細
め
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
お
年
寄
り
た
ち
は

　
「
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
已

「
去
年
も
来
た
け
ど
本
当
に
楽

し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
お
年
寄
り
た
ち
の
悩
み
は
、

雪
と
病
気
で
す
。
近
所
に
一
人

暮
ら
し
老
人
が
い
ま
し
た
ら
、

温
か
い
言
葉
と
ち
ょ
っ
と
し
た

手
助
け
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▲心配な胸の内をあかすお年寄り

リワリリリoリワリワリワリリリoリワリワリワリワリoリワリoりoりりりりりりリワリoリワリワリワリワリワリリ

新　　　蜘
◆飯　　　　　　（通り山）

り　　　きよ

ワリワリワリワリリリリリoリワリワリワリリリワリワリリリワリoりりり9リワリワリワリリリワリoりりリワリ9り

o
ゆ
9
ひ
◎
ゆ
9
ゆ
9
ゆ
つ
D
9
ひ
o
ゆ
9
ゆ
9
ひ
9
◎
o
ひ
ひ
ゆ
9
ひ
9
9
0
ゆ
9
ひ
0
9
ゆ
㌔

ヤ
　
　
　
　
ヌ
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

　
　
畿
、
－
　
　
繋

欝
人
笙

懸
灘
灘
灘
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
糠
麟

籔㎏z無

出
稼
ぎ
の
際
は

　
　
村
内
で
タ
バ
コ
を

タ
バ
コ
消
費
税
は
、
村
に
と

っ
て
貴
重
な
財
源
で
す
。
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清
津
館
に
合
同
句
碑

　
雪
崩
災
害
で
家
族
五
人
を
失

っ
た
清
津
館
に
、
俳
句
作
家
連

盟
（
会
長
　
楠
本
憲
吉
氏
）
が

合
同
句
碑
を
建
立
し
、
去
る
十

一
月
十
八
日
除
幕
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
碑
に
は
、
全
国
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
六
百
句
の
内
、
選
ば

れ
た
二
十
句
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
清
津
峡
を
訪
ず
れ
た
際
は

ぜ
ひ
、
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
㌧
、
、

　
＼皿皿

ふ
る
さ
と
便
会
員
の
も
と
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
中
里
の
会

　
新
鮮
な
ふ
る
さ
と
の
味
覚
を

早
く
会
員
の
も
と
に
届
け
よ
う

と
、
十
一
月
十
五
日
ふ
る
さ
と

中
里
の
会
会
員
四
十
三
名
（
特

産
物
希
望
）
に
初
出
荷
を
し
ま

し
た
。

　
箱
詰
作
業
は
、
特
産
物
の
調

達
か
ら
発
送
ま
で
を
請
け
負
っ

　
て
い
る
魚
沼
農
産
で
行
わ
れ
、

　
事
務
局
の
開
発
課
の
職
員
も
手

　
伝
い
ま
し
た
。
途
中
、
上
村
村
長

　
も
姿
を
見
せ
「
都
会
の
人
た
ち

　
と
ど
ん
ど
ん
交
流
を
進
め
、
村

　
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
と

　
箱
詰
め
を
手
伝
い
ま
し
た
。

　
　
今
回
、
発
送
さ
れ
た
の
は
、

　
　
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ダ
イ
コ
ン
、
ナ

　
　
メ
コ
、
シ
メ
ジ
で
す
。
荷
物
の

　
中
に
は
、
会
員
の
希
望
を
寄
せ

い
　
て
い
た
だ
く
ア
ン
ケ
ー
ト
ハ
ガ

た
ナ
キ
と
料
理
方
法
を
記
入
し
た
案

届
内
文
を
入
れ
ま
し
た
。

く早
　
　
開
発
課
に
は
、
特
産
物
を
受

を覚
け
取
っ
た
会
員
の
人
た
ち
か
ら

味
う
れ
し
い
便
り
が
届
い
て
い
ま

の舎
す
。
第
二
回
目
の
発
送
は
、
十

田▲
　
二
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

幽小》

を会
跳の今
ん走年
⊥でりの
一高村
位と内
にび小
なで学
り一校
ま屏親
し二善
’た十陸
臥　。五上

昨穆大

ち

1わたセ
1が為硫

黙

！

渡辺英幸くん（衡道

と
練
習
を
し
ま
し
た
。
特
に
気
を
つ

け
た
の
は
、
踏
み
切
っ
て
か
ら
体
を

そ
ら
す
よ
う
に
し
た
こ
と
で
す
。

　
ふ
だ
ん
は
野
球
が
大
好
き
で
、
家

で
は
、
お
父
さ
ん
が
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

年
も
一
位
に
な
っ
て
い
た
の
で
今
年
㏄

も
ガ
ン
バ
・
ウ
と
三
醤
み
っ
し
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

ル
の
相
手
を
し
て
く
れ
ま
す
．
将
来
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

の
夢
は
、
甲
子
園
に
行
く
こ
と
で
す
。
’

ウワーオモチがつけてる

　田沢小3年生42人は、社会科の
工場見学の勉強をするため干溝の

魚沼農産を訪ずれました。玄米の

状態からモチになるまでの工程の

説明を受けた後、設備費やモチの

生産量などについて質問をしまし

た。見学の後出されたきなこモチ

のサービスに子どもたちは大喜び

でした。

　
郡
市
剣
道
大
会
が
十
一
月
十
八
日

田
沢
中
体
育
館
を
会
場
に
行
わ
れ
、

郡
市
内
か
ら
二
百
人
の
剣
士
が
訪
ず

れ
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

〈
成
　
績
〉
　
（
村
内
入
賞
者
）

◎
一
般
高
校
生
男
子
・
団
体

　
二
位
　
中
里
剣
友
会
（
大
島
勝
利

　
樋
口
秀
夫
、
中
沢
秀
雄
、
清
水
雅

　
秀
、
富
井
武
彦
）

◎
中
学
生
男
子

　
一
位
　
広
田
正
志
（
田
沢
中
）

◎
小
学
生
女
子

　
三
位
　
高
井
芳
美
（
田
沢
小
）

　
田
直
美
（
田
沢
小
）

▲脱明に耳を傾むける子どもたち

つん

▲親子が手を出し合って

　
お
母
さ
ん
、
日
ご
ろ
危
険
を
理
由
に
台

所
の
お
手
伝
い
を
子
ど
も
た
ち
か
ら
遠
ざ

け
て
い
ま
せ
ん
力

　
十
一
月
十
一
日
　
清
津
峡
小
学
校
で
母

と
子
の
料
理
教
室
が
開
か
れ
、
母
と
子
五

十
五
人
が
集
ま
り
　
料
理
作
り
に
励
み
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
こ
ぶ
し
会
と
清
津
峡
小

学
校
の
協
力
を
得
て
初
め
て
実
施
し
た
も

の
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
タ
マ
ネ
ギ
を
む
き
な
が

ら
涙
を
ポ
ロ
ポ
ロ
。
お
母
さ
ん
た
ち
は
、

生
き
生
き
と
楽
し
そ
う
な
子
ど
も
た
ち
を

見
て
胸
を
熱
く
し
ま
し
た
。


